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考えるべきこと・備えるべきこと 

9月中旬、「ウィズ・ライフ」紙様よりコロナ感染下の社会福祉法人・施設の対 

応について取材して頂きました。改めてコロナ感染状況と私たちの対応を振り返 

り、今後の対応を検討するとても良い機会となりました。感染予防対策やマニュ 

アルの整備、職員への人混みや飲食店への入店自粛依頼等、社会福祉法人に求め 

られる必要な対応に多くの法人が取り組んでいます。わらしべ会もコロナ感染対 

策情報を収集し、利用者の皆さんやご家族、職員に協力してもらいながら各施設 

毎にこれらの感染予防対策に努め、施設・事業所・グループホームで感染が発生 

した時に備え、必要となる備蓄品等の準備もすすめています。過去数年に渡って努力してきた地域食堂開催や、

事業所での居場所づくりの活動の休止、本年度予定していた講演会や研修会などの取り組みの中止は、コロナ感

染が続き、「密」を避けることが求められる状況で、やむを得ないことではないかと考えています。 

 しかし短期入所の受入制限や利用者帰宅の制限、人混みへの外出自粛、公共交通機関利用の制限など、利用者

支援への影響が避けられない状況が続いていることは、とても残念なことです。私たちの支援の目的は、いわば

利用者の皆さんの社会参加やエンパワメントの拡大・実現という課題に取り組むことといえます。この目的に向

けた活動を構成する時、社会参加や生活拡大の取り組みはどうしても必要となる活動といえます。これらが困難

な状況が続いていることから、利用者の支援内容が限定されたものになっていると感じます。これから冬に向け

て、さらに感染が広がっていく可能性があることの恐怖や、この状況が何時まで続くのかという見通しが立たな

い不安を感じます。今はできる対応や準備に努め、利用者さんや職員が感染しないことを神仏に祈る思いです。 

               コロナ感染関連のニュースが続く中、7 月末に衝撃的なニュースが報道されま

した。全身の筋肉が衰えていく進行性難病である京都の ASL の女性患者(51 歳)に

対して「患者の依頼を受けて、2人の医師が薬物を投与して殺害した」というニュ

ースです。この 2人の医師は嘱託殺人罪で起訴されたそうです。この事件について

のテレビ報道や、インターネット上の意見が幾つかにも分かれていることは当然

ですが、観ていることが辛くなる報道や意見もあります。亡くなった女性患者の

「死ぬ権利」や「安楽死」の問題を合わせて論議する内容や、2 人の医師の行為を

支持する意見がこの事件と関連して報道されていることを残念に感じるのは、私

だけではないと思います。障がいのある人と係わる私たちは、まず「どう生活する」

「どう暮らす」という視点で、障がいのある人の「生」を考えるのが 

常です。障がいのある人、本人の意思を尊重することはとても重要なことと言えますが、尊重すべき意思が「命」 

に関わる問題である場合については、本人の精神的サポート、近しい人の思い、必要な手順など、求められるこ 

とが多いはずです。少なくともこの事件と、死ぬ権利や安楽死の問題を別に考える必要があるように思います。 

 事件についての報道と関連して、参議院議員の舩後晴彦氏は ALSの当事者の立場から「難病患者や重度障害者

に“生きたい”と言い難くさせ、当事者を生きずらくさせる社会的圧力が形成されることを危惧する」とした上

で、「死ぬ権利」よりも「生きる権利」を守る社会にすることが何より大切というコメントを公開しています。障

がいのある人の支援に取り組む私たちは、この事件から学ぶべきこと・考えるべきことが多いように感じます。 

   

《秋号》 令和 2 年 9 月 30 日発行 

発行元：社会福祉法人わらしべ会(北海道) 

連絡先；〒065-0043 

札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

    ℡ 011-776-7981［法人本部］ 

晴天に恵まれた 9 月 30 日の午後、札幌わらしべ園苗穂事業所の正面にソメイヨシノの

木を頂戴しました。植樹式当日は歩む会松本秀作会長、わらしべ会(大阪)辻和也理事長様

が遠路ご参加下さり、松本会長から「1 本の苗木が大木となり、植樹した日本中の木を通

して人と人が結びつく“輪”となって欲しい、この木はその象徴です」というお言葉を頂

きました。(ソメイヨシノはわらしべ会創設者村井正直先生が好きだった木です。ブダペス

トのペトゥ研究所には、わらしべ会とペトゥ研究所の友好のシンボルとして村井先生が贈

ったソメイヨシノが植えられています) ＊7頁に松本会長・辻理事長 のご挨拶を掲載しています。 

 

わらしべと共に歩む会様から桜の木を頂きました。 

 

 
(利用者代表による植樹の様子) 

理事長 川本明良 

 

(9 月 30 日植樹式記念撮影) 
 

 
(来賓・職員代表の植樹の様子) 
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大滝だより 

大滝わらしべ園では、8月 11日～8月 17日を夏期療育期間とし

ました。今年は 8名の利用者さんが御家族のもとに帰省しました。

今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、なかなか

帰省をすることが叶いませんでしたが、ようやく半年ぶりの帰省

となりました。職員が利用者さんに帰省できる旨を伝えると、ニコ

ッと笑い、数日前からとても楽しみにしていました。帰省当日、御

家族の方がお迎えにみえると嬉しそうに帰っていかれました。 

 また新型コロナウイルスの感染を懸念し、夏の帰省を見送られ

た利用者さんもいました。このように帰省できなかった利用者さ

んに普段とは違う気分を味わってもらおうと、「屋外おやつタイ

ム」を実施しました。職員の車にビニールシートを付けて簡易テン

トを作り、ピクニック気分を味わえるように準備を整えました。利

用者の皆さんは屋外での活動が好きなので、笑顔でとても楽しい

時間を過ごすことができました。またこの期間のおやつは、夕張メ

ロンゼリーや施設長手作りのアイスなど、いつもより豪華なもの

を準備しました。皆さん大満足のおやつタイムとなりました。 

 また、大滝わらしべ園では 8 月 6 日に「誕生日会」を開きお誕

生日の利用者さんをお祝いしました。お誕生日の利用者さんの中

には、始まる前から王冠を被り、そわそわしている方もいました。

そんな中、全員でハッピーバースデーを合唱して誕生日会がスタ

ートです。手を叩いて歌ったり拍手をしたりと、皆で誕生日の方を

しっかりお祝いすることができました。その後、いよいよお待ちか

ねのバースデーケーキの登場です。今回はチョコレートの生クリ

ームケーキでした。ケーキにはチョコレートプレートを飾りつけ

てもらい、ロウソクの火を消してもらいました。ケーキもあっとい

う間に食べ終わり、とても楽しい誕生日会となりました。 

 

 

 

 

〒052-0313 

伊達市大滝区大成町１０ 

℡ 0142-68-6344 

FAX 0142-68-6345 

Mail waras@ootaki.tv 大滝わらしべ園 

 

 

 

職 員 紹 介 

氏 名：浅田
あ さ だ

 真由子
ま ゆ こ

 

出身地：大阪府 

趣 味：料理・読書 

2年目 生活支援員 

 

大滝の利用者様

は、予想外の言動で

職員を笑わせてく

れ毎日楽しいです。 

 利用者様への支

援など、まだまだ上

手くいかないこと

は多いですが、利用

者様が笑顔で毎日

を過ごせるよう頑

張ります。 

 

 

大滝わらしべ園の夏休み＆7～9 月誕生会 

 

今後の予定 

 

 大滝わらしべ園では畑でかぼちゃを育てています。9月には丹精込めて育てたかぼちゃの

収穫を行なう予定です。10月には調理実習として、収穫した美味しい「かぼちゃを使ったお菓子作り」を計画

中です。11月には「冬の誕生会」12月に「クリスマス・忘年会」を行なう予定です。新型コロナウイルス感染

症の猛威が未だ終息をみせず、遠方の外出もなかなか難しい状況が続いています。このような中で、園内でで

きる楽しいイベントを計画し、利用者の皆さんに楽しんでいただけるように努めていきたいと考えています。 

 

 

 
(簡易テントでピクニック気分♪) 

 

 

  
(誕生会の主役！ハッピーバースデー*^_^*) 

この人紹介／江川ユミさん 

 

 

3 月 27 日生まれのおひつ

じ座です。趣味はボール遊

びで、手遊び歌が特技です。 

 職員とコミュニケーショ

ンを取ることが大好きで、

いつも手遊び歌やボール遊

びをされています。 

活動では積極的に声を出

して盛り上げてくれる“ム

ードメーカー”的存在で、周

りの方々を明るい気持ちに

させてくれます。 
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浦河だより 

夏のイベント＆ものまねショー

ー 

 晴天に恵まれた 6月の暖かい日、浦河わらしべ園は

中庭でバーベキューを行いました。メニューはジンギ

スカンに鳥串、サクラマスのチャンチャン焼きです。

デザートとして白玉ぜんざいや旬で噂の浦河産イチ

ゴを用意しました。特にチャンチャン焼きは大好評！

一番人気となりました。ビールを片手にグイッと一杯

の方、おにぎりを口いっぱいに頬張る方など、みんな

大満足の時間を過ごしました。最後に行ったカラオケ

大会では自慢の美声が園内に響きわたりました。 

 夏祭りなど夏らしい行事が行えなかった 7月、園の

中で楽しめるイベントを企画しました。1 つ目の企画

は「スターすすきの」より“何ン田研二”さんと“穂

ン田あやや”さんに来園していただき、出張ものまね

ショーの開催です。美川憲一さんのものまねから始ま

り、松田聖子さん、井上陽水さん、最後に沢田研二さ

んと松浦亜弥さんのものまねが続き、大歓声で締めく

くられました。ものまねショーを楽しみにしていた方

が多く、暑いお日様よりも熱気のあるショーに笑っ

て、拍手して、大きな声を出して、大盛り上がりの時

間を過ごしました。2 つ目の企画は花火大会の開催で

す。当日の天気予報は雨マークだったため、皆さんず

っと外を眺めて過ごしていましたが、みんなの願いが

天に届いたのでしょう。夜には少し晴れ間も見えて無

事に開催することができました。利用者の皆さんは用

意した手持ち花火と噴射式花火を目と耳で楽しんで

いました。馬産地浦河という場所がら馬が驚いて興奮

してしまわないよう打ち上げ花火はできませんが、打

ち上げに負けないくらいの仕掛け花火「ナイアガラの

滝」を準備し、拍手喝采の中で終わりました。 

 8 月にはパラリンピック種目ボッチャを行いまし

た。チーム対抗戦で真剣に競いオリンピックさながら

の白熱した試合に大盛り上がりでした。同日、スイカ

割りも行い暑い一日を力いっぱい楽しみました。スイ

カはお昼のデザートとして頂きました。晴天のある

日、中庭にテントを張り、青空喫茶を開催しました。

今年初の試みとして浦河高校茶道部の皆様にお願い

して、お茶を点てて頂きました。いつもは賑やかな青

空喫茶ですが、高校生の凛とした雰囲気に魅せられ、

お茶を点てる音だけが心地よく静かに響きました。 

 

 
 コロナ感染予防に最大限の注意を払いつつ、特別外出を 8月下旬から開

始しました。例年までは 1 泊旅行なども実施していましたが、コロナ感染拡大の現状をふま

えて、密を避け、苫小牧などへ日帰り少人数旅行を行っています。9月にはミニわらしべ祭を

行う予定です。大道芸人さんと特別メニューなどの準備を進めています。毎月行うレクにつ

いて、利用される皆さんの「生活にゆとり」をスローガンに職員が企画を検討しています。 

 

〒057-0171 

浦河郡浦河町西舎 124-1 

℡ 0146-28-1801 

FAX 0146-28-1991 

Mail urakawa-warashibe@deluxe.ocn.ne.jp 浦河わらしべ園 

今後の予定 

 

 

 

 

  

 

(まるで本物!? そっくりなものまねにビックリ！) 

(おいしいバーベキューに大満足)         (ボッチャに挑戦中) 

 

 

 

(スイカ割り大成功！)        (お茶点ての音が響きました) 
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畑作業始めました！ 

＆テイクアウト昼食会 

 

〒065-0042 

札幌市東区本町 2条 6丁目 4-1 

℡ 011-783-0606(１階) 

 011-790-8130(２階) 

FAX 011-790-6572(１・2階共通) 

Mail sawarasibe@cyber.ocn.ne.jp(１階)  

   Whshuurou01@yahoo.co.jp(２階) 

今後の予定 

 

          感染症の対策を取りなが

ら 10月に、少人数参加によるかぼちゃの収穫を行

います。11 月には事業所内での調理実習を行う予

定です。メニューは未定ですが、みんなで相談しな

がら季節に合ったメニューを設定したいと思いま

す。12月はクリスマス会、1月には新年会を計画し

ています。冬期の感染拡大がとても心配ですが、出

来ることを前向きに考え、利用者の皆さんが楽し

く過ごせるように努めていきたいと思います。 

 

東区事業所ではこれまで同様、毎日のうがい、手洗い

や検温などコロナ感染対策を徹底しています。札幌通所

事業の再編伴い、新しい体制と役割に向けた支援に取り

組んでいます。しかし現在、新型コロナウイルス感染症

の影響で、計画していた活動や作業の中止や変更を余儀

なくされす。利用者の皆さんも職員もコロナ感染下の状

況に、否応なく慣れてきました。現在では利用者さんか

らの取り組みたい活動についての要望が複数よせられて

います。コロナ対策を意識した上で、利用者の皆さんの

希望に沿った活動をするためには、どうすればいいの

か？という課題を職員は皆で検討しています。 

（畑作業/密を避けて屋外での作業） 

今年は東区事業所でも大滝の畑用土を使って、畑作業

を行うことにしました。利用者さんと一緒に雑草取りや

畑の整地から始め、土を入れました。みんなで工夫しな

がら、畑を作って苗を植えることができました。今年は

トマトなどの夏野菜の収穫を目指しました。作業が大変

だったこともあり、期待が大きく、収穫を今か今かと待

ちわびました。幸い夏期には収穫に成功し、次期に向け

て別の野菜を栽培したいと、夢を膨らませています。 

（テイクアウト昼食会/人ごみへの外出を避けています） 

残念ながら、東区事業所でも多くの人が集まる場所へ

の外出や、密が想定される行事の開催を避けています。

なにか楽しめることはないか？と考え、テイクアウトし

た弁当の昼食会を行いました。調べてみると洋食・和食・

中華などいろんなメニューを楽しむことができます。い

つもの昼食と違う雰囲気に、利用者の皆さんも大満足の

テイクアウト昼食会となりました。 

札幌わらしべ園では利用者やご家族の皆さんのご協力

で、現在のところ感染を疑われる事例は発生ていません。

皆様のご協力に深く感謝申し上げます。今後も感染症の

対策を行いながら、利用者の皆さんが楽しめる活動に取

り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

この人紹介／徳光みどりさん 

 

 

 
(雑草を取って畑を整えます)     (みんなで楽しく昼食会♪) 

 

 

 

6月 12日生まれのふた

ご座です。趣味はジャニ

ーズ鑑賞(特に NEWS が大

好き)と川柳です。前号の

広報誌から掲載している

川柳の作者です。 

 「大滝わらしべ園から

移り、出身地札幌のグル

ープホームで生活してい

ます。皆さん、今年も残り

わずか、元気で明るく頑

張っていきましょう！」 

 

 

ひがしく川柳 
徳光みどり 作 

生活介護の一環として作成しました。 

さ
み
し
い
な 

 
 

秋
の
匂
い
が 

 
 
 
 
 
 

夕
日
の
日 

      

金
メ
ダ
ル 

  
 

 
秋
山
に 

 
 

色
の
絨
毯 

 
 
 
 
 
 

踏
み
し
め
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金
メ
ダ
ル 
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アート活動＆園芸 

 
厚別事業所            苗穂事業所 

〒004-0062            〒065-0043 

札幌市厚別区厚別西 2条 2丁目 1-23 札幌市東区苗穂町 3丁目 2-35 

℡ 011-376-0106         ℡ 011-776-7981 

FAX 011-376-0140                  FAX 011-776-7982 

Mail sawarasibe@cotton.ocn.ne.jp  Mail naebojimu@hotmail.com 

 

厚別事業所でも、感染症

対策として遠方への外出を中止しています。公園や駅など

近場で密を避けた外出は徐々に再開していますが、残念で

すが、遠方への外出や人ごみへの外出は今後も自粛する予

定です。大人数で外出ができないことから、事業所内や近

場でできる活動に力を入れて取り組んでいます。 

その一つとして、日々の活動の一環、季節に応じたアー

トの制作活動に取り組んでいます。小麦粉を溶かした材料

にカラフルな色付けをして描く「小麦粉アート」大きな紙

に毛筆で図形や線を描く「墨汁アート」など様々なアート

活動を行っています。出来上がった作品は事業所内の展示

スペースに展示しています。最初は作品数が少なく、寂し

かった展示スペースですが、今ではたくさんの個性豊かで

素敵な作品が飾られています。また厚別事業所では、園芸

活動に取り組んでいます。今回は梅・トマト・じゃがいも・

アロニア(ベリー系の小果樹)の収穫と、ブロッコリー・キ

ャベツの植え付けをしました。数少ない屋外活動の機会な

ので、利用者の皆さんと共にとても楽しい活動となりまし

た。収穫した梅で甘露煮とシロップを炭酸で割った梅サイ

ダーを作りました。そして、じゃがいもは食べやすい大き

さにカットしてフライドポテトを作って食べました。どれ

も利用者の皆さんに大好評でした。来年の収穫が今から待

ち遠しいです。今後は、これまで取り組んできた園芸・書

字・紙漉・アート・体操活動に加えて、新たに「音楽」と

「ヨガ」活動に取り入れていく予定です。また食中毒予防

のため中止していた調理実習も再開します。感染症対策に

取り組みつつ、利用者の皆さんが楽しく有意義に過ごせる

ような活動を実践していきたいと思います。 

お楽しみ会「夏忘れ大会」 苗穂事業所も新型

コロナウイルス感染予防を意識して、外出や行事などを控えてい

ます。そんな制限のある中でも利用者の皆さんに楽しんで頂こう

と、職員によるお楽しみ会「夏忘れ大会」を企画しました。コン

トと手品をテーマに、アイデアを出し合いながら職員相談の上、

内容を決めました。練習の時間の少ない中、各自自宅にて家族を

相手に手品やコントの練習、子どもの寝かしつけに歌の練習な

ど、まさに“自粛練習”で本番を迎えることとなりました。 

夏忘れ大会の当日、いつもと違う雰囲気にわくわくした様子の

利用者の皆さんとは逆に、不安だらけの職員たち？そのまま勢い

に身をまかせて夏忘れ大会がスタートしました。準備したネタよ

りも汗だくで必死な職員の姿が面白かったのか、利用者の皆さん

の笑い声や拍手、手品では「おー！」と驚く声もありおお盛り上

がりました。最後には「ほんの気持ち」のお菓子と飲み物を配り、

それぞれ持ち帰って頂き、ご自宅やグループホームで召し上がっ

ていただきました。利用者の皆さんにも楽しんで頂き、無事に夏

忘れ大会が終了しました。新型コロナウイルス感染はまだまだ安

心できません、今後も感染予防に努めなければなりませんが、工

夫しながら利用者の皆様と楽しく過ごしたいと思っています。 

 

 

(ドリフ大爆笑風に始まりました) 

(ノックのコントに大盛り上がり) 

  

  

   

(アート活動と展示風景) 

(園芸活動 収穫と植え付け風景) 
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～畑作業・枝豆収穫～ 
苗穂事業所の畑では、昨年に引き続き今年も野菜を

育てています。昨年はトマトを育てましたが、今年は

じゃがいもとご近所の方から頂いた枝豆に挑戦しま

した。利用者さんの中には休憩時間を使い、率先して

水やりや草抜きを行う方もいます。 

８月にぷっくりとさやを付け、最初に見つけた利用

者さんは「枝豆なったわ」と嬉しそうに他の方に報告

されていました。実が大きくなったことを確認し、い

ざ収穫。傷つけないように丁寧にさやを取り、袋いっ

ぱいに取ることが出来ました。翌日、お弁当と一緒に

皆で食べました。次々と枝豆に手を伸ばし、口を揃え

て「美味しい」と旬の味を楽しんでいました。畑には

まだじゃがいもが残っています。収穫までお世話を続

けて収穫時期を楽しみに待ちたいと思います。 

 

ク ロ ー ズ ア ッ プ こ の 活 動 

🏠シェアハウス🏠 
一人暮らしの感想 
 わらしべ会のホームヘルプサービスを利

用しながら一人暮らしをする篠原淳一様か

ら今の生活についてお話を伺いました。 

・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

「シェアハウスで暮らし始めて8年目になり

ました。シェアハウスでの食事はとても美味

しくて、楽しみにしています。音楽を聴いて

過ごすことが多いです。コロナが落ち着いた

ら、温泉に行ってゆっくり過ごしたいです。」 

・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

篠原さんはオセロが得意で、事業所の活動

でもとても頼もしい存在です。実直でやさし

い篠原さんですから、今後もシェアハウスで

の生活を周りの方々と共に豊かで実りある

ものにしていくことと思います。 

🏠グループホーム🏠 
感染対策の徹底に努めています。 

新型コロナウイルス感染症が拡大して以

来、引き続き感染対策の徹底に努めていま

す。利用者やご家族の皆さんには、外出や帰

省を控えて頂くなどご協力をお願いしてい

ます。さらに短期入所のご希望もご遠慮いた

だいています。現在の状況下では、外出は難

しいですが、利用者さんに楽しんでいただく

ことを目的に、ホーム内でささやかな誕生会

を開催しました。手作りのケーキをみんなで

食べて大満足な一日となりました。皆さん、

やっぱりケーキは大好き！ケーキを食べな

がら、みんな笑顔に包まれました。 

 

 通信 

  

 
  

 

ホームページがリニューアルします！ 
 

 これまでご不便をおかけしていました

が、10 月よりわらしべ会(北海道)のホー

ムページがリニューアルされます。今ま

でよりも便利で使いやすくなっていま

す。とっても可愛らしく仕上がったトッ

プページのイラストにも注目です！ 

皆さん、ぜひご活用ください(^^)/ 

ソメイヨシノ植樹のお礼を篠原淳一氏(苗穂事業

所利用者)が丁寧かつ力強く読み上げました。原稿文 

章は苗穂事業所利

用者の皆さんで考

えました。きれい

に咲いた満開の桜

に思いをはせなが

ら、皆の感謝の気

持ちがしっかりと

伝えられる文章を

考えました。 

 
(利用者代表篠原淳一氏によるお礼の挨拶) 

桜の木植樹 お礼の挨拶 
本日は、すばらしい桜の木を、大いにありがとう

ございます。道ゆく人が、立ち止まって、見上げるよ

うな桜の木にわらしべのみんなで、大事に育ててい

きます。きれいな桜と共に、春をむかえるのが待ち

遠しいです。本日は誠に、ありがとうございました。 

わらしべ園、利用者一同。代表 篠原淳一 
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「わらしべと共に歩む会」とは、地域の人々の交流の場として「障がいの有

無に関わらず仲間として共に取り組む社会貢献活動」を、社会福祉法人わらし

べ会と協力して広く社会に展開するために立ち上げ、わらしべ会を側面から支

援している会です。わらしべ会創始者の故・村井正直医師が提唱された「緑あ

ふれる社会により人の心が癒される」の理念のもと、毎年植樹等の活動を行っ

ております。健全な森林は地球温暖化防止や地盤の安定などの役割を果たし、

私たちに様々な恩恵をもたらしてくれます。本当に微力ではありますが、植樹

活動をこれからも末永く続けていかなければと思っています。 

さて私共が行ってきた植樹の場所・木々は様々で、障がい者支援施設の乗馬セラピー用馬場には馬が木陰で

休めるようにケヤキを、小中学校の敷地には学校が希望される桜やハナミズキを、公園内にはしだれ桜を、児

童学園には柿や姫リンゴなど実がなる楽しみがあるもの等の植樹をしてきました。特に地震や豪雨の被災地に

は積極的に植樹に取り組んでおります。苗木が育ち花が咲くようになれば、花の下には人々が集い、絆やつな

がりを深める「心の癒しの場」になることを願っております。この会も今年で１５年目を迎えました。発足以

来各地に植樹された数々の木々は現在、青々とした樹木として根を張り、季節ごとに綺麗な花を咲かせている

でしょう。樹の成長を楽しみながら、人と人とのつながりをこれからも大切にしていきたいと思います。 

 

 社会福祉法人わらしべ会（北海道）のホームページをリニ

ューアルしました。トップページのイラストは高齢者や子

ども、障害のある人も無い人も地域に集い、介護や余暇活動

等の支援、農業や乗馬、地域食堂などのイベントを通じて

「こころ」が通じ合うことをめざす、 

法人全体の取り組みをイメージしたイ 

ラストです。大木に囲まれたわらしべ 

広場に子ども達や大人達が集まる様子 

が象徴的に描かれています。皆さん是 

非一度、チェックしてみて下さい。 

 収穫の秋がやってきました。大滝わらしべ

園で栽培する「大滝カボチャ」の収穫を終えま

した。コロナ感染対策のため、定植や収穫等は

何時も少人数で行いました。今年も苗の生育

や鹿対策など、てんやわんやの栽培となりま

したが、何とか収穫までたどり着きました。ご

指導いただきました胆振農業普及センターの

秋末様にお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

  

大阪わらしべ会 新理事長 就任のご挨拶 

 
7月から大阪のわらしべ会理事長に就任しました辻󠄀和也と申します。わらし 

べ会には平成元年に就職し、同じ時期に入職された川本理事長と一緒にわらし 

べ園で生活の支援を学びました。わたしはその後、相談支援やホームヘルプを 

経験し、わらしべ園の施設長、法人の事務長を経て現在に至ります。わらしべ 

会が村井先生の残されたものとして、その名に恥じないよう精勤していく所存 

です。よろしくお願いいたします。さて、北海道のわらしべ会も 1999年のペ 

トゥ学会に参加させていただいたのは良い思い出となっています。障害者柔道 

のデモンストレーションを行い、ヨーロッパの方たちが興味深く見学されてい 

たのを思い出します。2008年には利用者と一緒に行かせていただき、利用者や 

職員のみなさんと親交を深めることができました。つい先日のことのように思うのですが、北海道に行かせて

いただいたのはこれが最後となっています。これからは、あらためて関係を築き、この間に培ったお互いの経

験を生かして、助け合いともに創造し合える関係でありたいと思います。現場の職員だけでなく、こちらの管

理者クラスでも北海道のわらしべ会を訪れた者は少なく、まずは実際にその事業、活動、そして大阪にはない

その大自然を見て感じ取り、障害者支援に必要なものは何かということを考えていければと思います。 

 

「わらしべと共に歩む会」ご挨拶 

 

イラストに込めた「福祉」への想い 

 

 
(わらしべとともに歩む会松本秀作会長) 

(大阪わらしべ会理事長辻和也 近影) 

 
(HP の QR コード) 

今年は大成功！カボチャ収穫 
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順不同にてご紹介 

ご寄附・ご寄贈頂きました。 

中島 紀男 様   浦河観光協会 様 

 竹田電気 様    宮崎 協子 様 

 工藤 久美子 様  女池 好子 様 

  浦河老人クラブ連合会 女性部 様 

   皆様のご支援に感謝申し上げます。 

＊行事表＊ 

 大 滝 浦 河 札幌 法 人 

9 

月 
随時 かぼちゃ収穫 

19日 ミニわらしべ祭 
24日 介護予防体操(苗穂) 

25日 理事会 30日 
わらしべと共に歩む

会植樹 

随時 特別外出 
随時 ﾃｲｸｱｳﾄ昼食会(東区) 

10 

月 
未定 調理実習 

1日 開園記念日 
10日 土曜営業日 3日 法人運営者会議 

22日 介護予防体操(苗穂) 8日 監事監査 

随時 特別外出 

27, 

28日 
お楽しみ会(苗穂) 20日 

法人創設者村井正直

先生命日 

未定 かぼちゃ収穫(東区) 21日 北海道議視察来園 

11 

月 
未定 冬の誕生会 11日 厨房寿司ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ 

7日 土曜営業日 

未定 理事会 

12日 介護予防体操(苗穂) 

24日 調理実習(東区) 

26日 介護予防体操(苗穂) 

12

月 
未定 

クリスマス・

忘年会 
未定 クリスマス会 

5, 

12日 
土曜営業日 

1日 法人運営者会議 10日 介護予防体操(苗穂) 

21日 クリスマス会(苗穂) 

10日 
法人創設者村井陽子先

生命日 
28日 忘年会(苗穂) 

未定 クリスマス会(東区) 

 

 

 

 

 

編
集
後
記 
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月
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、
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相
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、
菅
内

閣
の
誕
生
、
夏
の
猛
暑
、
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産
や
Go 
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ャ

ン
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の
話
題
、
11
月
の

ア
メ
リ
カ
大
統
領
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挙
の
行

方
な
ど
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化
が
激
し
く
話
題

の
多
い
3
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月
間
で
し
た
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北
海

道
も
暑

い
夏
が

過
ぎ
、

徐
々
に

日
が
短

く

な

り
、
朝

晩
、
涼

し
く
な

っ
て
き 

ま
し
た
。
や
が
て
来
る
雪
の 

季
節
に
備
え
、
冬
支
度
を
準 

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
季 

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ 

の
季
節
の
楽
し
み
は
「
秋
の 

紅
葉
」
で
す
。
今
年
も
北
海
道 

の
美
し
い
秋
の
景
色
を
期
待 

し
て
い
ま
す
。 

  編
集
職
員
一
同 

お 知 ら せ 

❁ ありがとうございました ❁ 

健康づくり！みんなのタッピー体操 

タッピーわらしべ園のご案内 

毎月第 2・4木曜日 10時～11時開催 

  9月 24日      10月 8日、22日 

  11月 12日、26日    12月 10日 
令和 3年 1月以降も第 2・4木曜日に開催します♪ 
 

場所：札幌わらしべ園 苗穂事業所(旧氏家医院) 

内容：みんなのタッピー体操他 

対象：どなたでも参加できます♪ 

持ち物：体操用タオル、水分 

 

※感染対策にご協力ください※ 

①必ずマスク着用。 ②ご自宅で検温(会場で記録) 

③ご本人、ご家族に風邪症状がある方は参加できません。 

 

 
(マスク着用 感染症対策に取り組んでいます)  

 


